


 

 

ガソリン（軽油など）の保管上のご注意 

1. ガソリン（軽油）は引火性（着火性）の高い危険物です。火の気が無く、温度変化のない、直射日光を避けた安全な場所で保

管してください。 

2. 車に燃料を給油する際、携帯缶に保管した燃料から先に給油してください。 

3. 小出し分けなどして空気（酸素）に触れる機会が多いと、品質の変化が早まりますので、できるだけ一回に補給してください。 

4. ガソリン（軽油など）を長期間保管すると品質が変化することがあります。 

5. 品質が変化すると燃料としての役割がなくなりますので、早めに使用してください。 

6. 携帯缶が空になったからと言って「裸火」は絶対に近付けないでください。 

7. 車に搭載できるのは、金属製の携帯缶で、２２リットル以下です。 

8. 車に搭載する場合には、携帯缶をしっかりと固定してください。 

9. 車に搭載した携帯缶から給油する場合、若しくは携帯缶へ給油する場合には、車から携帯缶を地面に降ろし、しっかりと接地

したことを確認してから給油してください。（車に搭載したまま給油しますと、静電気の火花放電によりガソリン蒸気に着火

する恐れがありますので大変危険です。） 

10. 携帯缶は亜鉛メッキ鋼板を使用しておりますが、使用環境・使用状況などによりご購入後 1 年ほどで錆が発生する場合があり

ます。給油する前に給油口より携帯缶内部の状況を確認し、錆など発生している場合には携帯缶の使用を中止してください。 

11. 内圧の変化により変形の恐れがありますので、時々エア調整ネジを緩め缶内の圧力を調整してください。 

12. ガソリン携帯缶にガソリンなどを入れて移動する場合には、タンクキャップ・エア調整ネジをしっかりと締めた状態で、ガソ

リン携帯缶をゆっくりと傾けていただき、、タンクキャップ・エア調整ネジ・携帯缶本体より漏れの無い事を確認してから移

動してください。万一漏れのある場合には使用を中止してください。 

 ガソリン携帯缶を工場から出荷したときの状態は、タンクキャップ・エア調整ネジがゆるんだ状態で出荷しております。初め

てガソリン携帯缶をご使用になられる時は、しっかりとタンクキャップ・エア調整ネジを締めてください。 
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